























































































































































された核酸医薬を in vitro，in vivoの系にお
いて評価する予定である。一方，自己免疫疾
患やアレルギー，移植時の拒絶反応の制御を
目指し，免疫担当細胞の機能やそれに関わる
遺伝子の発現制御機構を解析し，それらを制
御する核酸医薬の開発を行う。他の標的とし
て，siRNAを用いた有効な乳がん治療薬の開
発を目指し，新規カチオン性分子とsiRNAの
複合体の有効性を検証する。これらの研究に
おいて，疾患の標的となるタンパク質をコー
ドするmRNAや非コードRNAの配列をバイ
オインフォマティクスとAIを活用して探索
する技術を開発し，核酸医薬の分子設計につ
なげる。
以上述べたように，核酸創薬に関わる本学
の優れた研究者が本部門に結集し，画期的な
核酸医薬の創製に挑戦する。このように，大
学内の研究チームで核酸医薬を開発する試み
は他に例を見ず，本学でこそ実現可能な研究
組織である。また，これまでに，本部門のメ
ンバーは，TRセンターの活動を通して学外，
特に医学系研究者との共同研究を活発に展開
しており，本部門でも継続的に共同研究を推
進する予定である。今後の本部門の活動およ
び研究成果に大いに期待していただきたい。
